
—— -— --•一•一ー·····一••一•------- ··--•一 ．．一・ ・-·•一・ー· `••一·--,-．．． -···．-—... ．．_.. ． —••ー· 人物紹介

．アジアの因述加1l!1協のうちも
っとも後進的で， しかも因民l
人当たりのアメリカ援助をもっ

ーとも多くキ受している国，全人
n わずか300万余，国会議半党
の削庭で黄牛が0)んびりと乃：を
はみ，政府の総合）ヤ舎は東京の
区役所よりも小規校で，1賤料：：
殺と自III3i義とがはなばなしい
�ii哨戦でもしないかぎり忘れら
れてしまいそうな鼠 それがイ
ンド ・ンナのIIl災にあって I 100
万9月の象と白いバラソルの困J
といわれるラオス3i困である。

さて去る6月3日， この100
ガ狐l0)象の脳の新甘相として．分．場したチャオ ・ ソムサ
ニ・・ットとはどんな人物かを漁ずるに先だって， まずか
れを登拗せしめるに至ったラオスの設 ・近の政治(fl背根
を索描することが．，T.汎さのように息われる。

1954年ジュネープ協定によりイソドシナ内乱は休戦
の終止符が打たれた。これにより共稲園の尖兵といわ
れるバテト・ラ＊ （自由ラオス）は，中共・ヴェトミ
ソに問境を摘する北部2州を占拠したが，当時の首相
スバナ ・ ブーマ殷下の忍、甜弥い努力と，ー ）．jパテト・
ラオ側の戦術転扱のせいもあって，1957年11月， パ チト
・ラオ(/)蚊商指沿名・ ポン ・ スパスポソ殿下（背机0)楳
l;j弟で夫人はヴェト•J·ム人）ばか1名の入PAlを条件に
l�i北統合すなわち困家統一が決定した。行政面での合
体は比校(fl波乱なく行なわれたが，いざ火1疱段階とな
って軍の糾入とくに将校下•J孔 ．gの差別待辿が問拙とな
り軍の統合はデッドロックに采り上げてしまった。そ
して1年後いよいよ

・

（解なって脳入式冷1j·というその
‘り11, 2カ所のうち ー ）iの集結軍は反旗をひるがえし
てジャングルの央深く逃亡してしまったのである。こ
れを哭磯にヴェトミソ軍の困境侵犯が111：界の話湖をに
ぎわし，ついに困述は元駐クイ日本大i史8肘沢信一氏を
MIJ之とする伎犯に関する現地凋森Jill派逍となったが，
侵犯(I)湘）“19け(,t,:(fJに-l1'国できなかったといわれる。

一―Jjプーマ内r札1はすでに瓦解し， 3カ月にわたる政
恰屯t�Iののちプイ ・ サナ.::. ::rン内閣が政椛の痙につい
た。わずか9名の滋員しかもたぬ独立党領袖サナニコ
ソ(j相は多数党たる進歩‘党の協力をえてきわめて強）J
内PJIの観があった。1958年4月(}).hlij)J}遥祁の結児， バ

テト・ラオ（ネオ ・ ラオ＾クサット党と改名）の迎IH
きわめてHざましく，国内に一種のィ％安を郎成しはじ
めたので，厳ii：平和中立堅持という"ilil内恨1())政領を踏
殴したもの0），サナニコ 、ノ内閣は全ftfl的にアメリカー
叫到となり，共殺分子の徹底的な弾圧にのりだした。

I ところが1955年から始まったアメリカの経済援j))JI•こか
らんで艇ft内rA1の浪礼9 . 4寸E使用に対する弾劾())声が
蔽まり，既成老朽阪敗政治の刷新と衷に国民のための
アメリカ援助資益使用をと叫んで，少壮政治家官吏な
どを中核とする「国家椛益擁淡委貝会」が結成された。

---·· 

1958年12月，•9J-ナニコ ｀／貨相は
複雑な阻1)..Hi脱tl）に対処するため
向こう1年lllilの独裁樅を握った
が， 1カ年の時問切れが迫った
59年12月，さらに1年間の独裁
権延•j終I笥阻と，翌年4月に予定
される選学問厖iをめぐって固家
樅益擁泄委員公(/)激しい反対！婦
'f•が！Iを洲され，ついにサナニコ
ソ酋即．! I)...jlPA(J）大改・造を断fj·し
た。そこで因家椛益撹淡委員会
はw: 祁と手を握り熊血lク ー デク
ーを敢行して 一時的に軍政をし
いた。越えて1月早々，K如令iR老
格で3:室諮問会躁敬Jiクイ・ア

バイを首班とするいわば選符内閣が涎小し， 4月の総
選挙は固家椛益挑設委偵会が結成した社会民主党 (Pa

xasankhom)党が， 下院59if筏I/研932議席を殴得して勝
利をかちえた。ところが去る5月23比凶家の安全を
竹かすものとして逮捕投欽中であったパテト ・ ラオ(J)
党首スバヌボン殿下が他の桁浮者15名とともに集団脱
料 ・ 逃亡するという大事件が突発した。 5 月 30 日アバ
ィJAJI払1は総辞敬。そこで国防大臣であり同時に社会民
主党総裁のブミイ・ノサバソ柑箪が後継内PAIの打班に
擬せられたが，極右翼であるItil将軍はラオスにおける
今後の平和維持にむしろマイナスになるのではないか
との懸念が米・英•仏 ・ 13など現地大使liilにも強く，
ふたたび内乱の火つけ役になることをおそれて6月3
f:I,社会民主党；；iり総裁で内務大臣のチャオ・ソムサニ
ットに大命が陥1；

・

するに至った。新1勺曲は1札1僚I()名，
因務次官4名で1戊立．したが，111'i·党の保守糸からはわ
ずかl名，無所屈2．名itl• 3名が熔力IIしたにすぎない。

さてこのように11まぐるしい政疫のなかから， しか
もハノイにLi IIIラオス臨時政府を樹 ．立して対抗しよう
とするJいh切う力の抒威(l)もとで目政を1'fttって立った
チャオ・ソJヽサニットとはいかなる人物であろうか，
かれは決してこぶしをふりあげ蒻子吼するような人物
ではない。はえぬきの内務畑tll身，ここ5ヵ年1hl脈．代
内訊1の内務大臣や次官0)爪資をはたし，l出内治安に関
しては比類ない手腕家といわれる。2在者もラオスに勁
務していたころ21紅ほど面談の機会をえたが，容貌か
ら受ける慇じはいかにも唸It阜であるが， うちにはヒュ
ーマニズム梢神があふれ，思考が緻密で砂£黙断行咆の，
とにかく1本バックボ ー ンが通った人物である。キャ
））ヤ ー が示す孤りの厳潔(/):Kで，扱1l））の胞:tたるアメ
リカのひんしゅくを買うようなスキャソダルなど絶対

に起こすことはないであろう。そして従米の政府と述
って固家達設のためには社会民主的な政絵をうちtとす
であろうが，それも自巾 �I（党とくにアメリカとの述係
を弱めたり破綻をきたすような）ilりはとらないであろ
う。平均年齢40祓にみたないこの店い内倣1の若い首班
に対する因民の期待は大きいL,火J.U上の悲閾名とな l
らぬことを即ってやまない。 （所．tl 永fl]逸さ郎）
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ラオス首相

チャオ ・ ソムサニット

Tiao Somsanith 
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